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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の記録媒体に対して情報データを記録再生する第１の記録再生手段と、
　第２の記録媒体に対して情報データを記録再生する第２の記録再生手段と、
　前記第１の記録媒体に係る第１の識別情報を検出すると共に、前記第２の記録媒体に記
録された複数の情報データに対してそれぞれ付加されている第２の識別情報を検出し、前
記第１の識別情報と前記第２の識別情報とを比較する識別情報検出手段と、
　前記識別情報検出手段による比較結果に基づき、前記第２の記録媒体に記録されている
複数の情報データのうち、前記第１の識別情報の値と一致する値を持つ前記第２の識別情
報が付加された情報データを選択し、前記選択した情報データを前記第２の記録媒体から
読み出して前記第１の記録媒体に記録するよう前記第１の記録再生手段と第２の記録再生
手段とを制御する制御手段とを備える記録再生装置。
【請求項２】
　前記第１の記録媒体に対する前記第１の識別情報の値を任意に設定する設定手段を備え
たことを特徴とする請求項１記載の記録再生装置。
【請求項３】
　前記第１の記録再生手段は、前記設定手段により設定された第１の識別情報を前記第１
の記録媒体に記録することを特徴とする請求項２記載の記録再生装置。
【請求項４】
　前記第２の記録媒体に記録された複数の情報データに対してそれぞれ付加する前記第２
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の識別情報の値を任意に設定する設定手段を備えたことを特徴とする請求項１記載の記録
再生装置。
【請求項５】
　前記制御手段は更に、前記第１の識別情報と一致する前記第２の識別情報が付加された
情報データを前記第１の記録媒体に記録した後前記第２の記録媒体より消去するよう前記
第２の記録再生手段を制御することを特徴とする請求項１記載の記録再生装置。
【請求項６】
　第１の記録媒体と第２の記録媒体とに対して情報データを記録再生する方法であって、
　前記第１の記録媒体に係る第１の識別情報を検出すると共に、前記第２の記録媒体に記
録された複数の情報データに対してそれぞれ付加されている第２の識別情報を検出し、前
記第１の識別情報と前記第２の識別情報とを比較する識別情報検出ステップを有し、
　前記識別情報検出ステップによる比較結果に基づき、前記第２の記録媒体に記録されて
いる複数の情報データのうち、前記第１の識別情報の値と一致する値を持つ前記第２の識
別情報が付加された情報データを選択し、前記選択した情報データを前記第２の記録媒体
から読み出して前記第１の記録媒体に記録する記録再生方法。
【請求項７】
　第１の記録媒体に対して情報データを記録再生する第１の記録再生手段と、
　第２の記録媒体に対して情報データを記録再生する第２の記録再生手段と、
　前記第１の記録媒体に係る第１の識別情報を検出すると共に、前記第２の記録媒体に記
録された複数の情報データに対してそれぞれ付加されている第２の識別情報を検出し、前
記第１の識別情報と前記第２の識別情報とを比較する識別情報検出手段と、
　前記第１の記録媒体が装着されると、前記識別情報検出手段による比較結果に基づき、
前記第２の記録媒体に記録されている情報データのうち、前記第１の識別情報の値と一致
する値を持つ前記第２の識別情報が付加された情報データへのアクセスを許可し、前記第
１の識別情報の値とは異なる値の前記第２の識別情報が付加された情報データへのアクセ
スを禁止する制御手段とを備え、
　前記制御手段は、前記第１の記録再生手段と第２の記録再生手段とを制御して、前記第
２の記録媒体から情報データを読み出して前記第１の記録媒体に記録する記録再生装置。
【請求項８】
　第１の記録媒体と第２の記録媒体とに対して情報データを記録再生する方法であって、
　前記第１の記録媒体に係る第１の識別情報を検出すると共に、前記第２の記録媒体に記
録された複数の情報データに対してそれぞれ付加されている第２の識別情報を検出し、前
記第１の識別情報と前記第２の識別情報とを比較する識別情報検出ステップと、
　前記第１の記録媒体が装着されると、前記識別情報検出ステップによる比較結果に基づ
き、前記第２の記録媒体に記録されている情報データのうち、前記第１の識別情報の値と
一致する値を持つ前記第２の識別情報が付加された情報データへのアクセスを許可し、前
記第１の識別情報の値とは異なる値の前記第２の識別情報が付加された情報データへのア
クセスを禁止して、前記第２の記録媒体に記録されている情報データのうち前記アクセス
が許可された情報データを読み出して前記第１の記録媒体に記録することを特徴とする記
録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は記録再生装置に関し、特に複数の記録媒体に対して情報データを記録再生する
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ハードディスク（以下、ＨＤＤ）の記憶容量は年々増加しており、その大容量を
活かしたアプリケーションとして民生機器への採用も進んでいる。携帯型音楽プレーヤか
ら家庭用ビデオレコーダにも搭載されるようになり、今後も様々な機器への応用が予想さ
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れる。
【０００３】
　こうしたＨＤＤのような固定型の記録媒体を搭載した機器では、記憶容量に限界がある
ため、記録された情報を必要に応じてバックアップする手段が必要とされ、特許文献１に
記載の様に、光ディスクやメモリーカードのような着脱可能な記録媒体へのバックアップ
を行う。
【特許文献１】特開２００３－１０９３００
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、ＨＤＤを搭載した機器では、様々な種類のデータを大量に記録される状
況が予想され、目的とする情報のみのバックアップを行う場合には、データの内容を確認
しながら１つ１つ選択していくといった作業が発生し、またバックアップ後のデータ整理
も手動で行わなければならず、煩雑な手間を要していた。
【０００５】
　本発明はこの様な問題を解決し、複数の情報データの一部を他の記録媒体に対して保存
する際に、容易に所望のデータを選択可能とすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この様な目的を達成するため、本発明においては、第１の記録媒体に対して情報データ
を記録再生する第１の記録再生手段と、第２の記録媒体に対して情報データを記録再生す
る第２の記録再生手段と、前記第１の記録媒体に係る第１の識別情報を検出すると共に、
前記第２の記録媒体に記録された複数の情報データに対してそれぞれ付加されている第２
の識別情報を検出し、前記第１の識別情報と前記第２の識別情報とを比較する識別情報検
出手段と、前記識別情報検出手段による比較結果に基づき、前記第２の記録媒体に記録さ
れている複数の情報データのうち、前記第１の識別情報の値と一致する値を持つ前記第２
の識別情報が付加された情報データを選択し、前記選択した情報データを前記第２の記録
媒体から読み出して前記第１の記録媒体に記録するよう前記第１の記録再生手段と第２の
記録再生手段とを制御する制御手段とを備える構成とした。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、記録媒体に記録された複数の情報データの一部を選択して他の記録媒
体に対して保存する際に、容易に所望のデータを選択して保存することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　図１は本発明を適用した記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【０００９】
　図１の記録再生装置は、システムコントローラ１０１、ハードディスク（ＨＤＤ）１０
２、光ディスクドライブ１０３、インターフェース（Ｉ／Ｆ）１０４、メモリ１０５、Ｃ
ＰＵ１０６、操作部１０７及び表示部１０８を備えている。ＨＤＤ１０２は記録再生装置
の筐体内に内蔵されており、容易に取り出すことができない。また、光ディスクドライブ
１０３は、機械的な着脱機構により容易に装着、取り出し可能な光ディスク１０３ａに対
してデータを記録再生する。
【００１０】
　まず、記録時においては、Ｉ／Ｆ１０５から入力された動画、音声データは、システム
コントローラ１０１により、メモリ１０５を介して、ＨＤＤ１０２、又は光ディスク１０
３ａに記録される。また、再生時においては、ＨＤＤ１０２、又は光ディスク１０３ａか
ら読み出されたデータはシステムコントローラ１０１により、メモリ１０５を介して、Ｉ
／Ｆ１０４へ出力される。また、ＨＤＤ１０２，光ディスク１０３ａに記録されたデータ
は互いに転記可能な機能を装備している。
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【００１１】
　本形態では、ＨＤＤ１０２に記録したデータに対し、図２に示すような識別コードを設
定できるようになっており、また、光ディスク１０３ａにも同様な識別コードが設定可能
である。
【００１２】
　この識別コードには任意の名前を付けることが可能であり、ＨＤＤ１０２に記録したデ
ータに対しては「非公開」及び「移動」の属性を持つことが可能である。本形態では、光
ディスク１０３ａに設定された識別コードと、ＨＤＤ１０２記録されたデータに設定され
た識別コードとを照合し、この照合結果に基づいてＨＤＤ１０２に記録されたデータに対
するアクセスを管理する。
【００１３】
　即ち、本形態では、ＨＤＤ１０２に記録されたデータのうち、光ディスク１０３ａに設
定されている識別コードと一致しない識別コードが付加されたデータで、更に「非公開」
属性が設定されているものはアクセス禁止の状態する。また、一致するデータについては
「非公開」属性が付加されていてもアクセス許可とする。つまり、識別コードはデータの
所有者を示しており、この「非公開」属性はパスワードと共に運用される。また、「移動
」属性とは、ＨＤＤ１０２から光ディスク１０３ａにデータを転送した際に、ＨＤＤ１０
２にデータが残らないことを示す。
【００１４】
　次に、図３に示すフローチャートを用いてＨＤＤ１０２に記録されたデータに対して識
別コードを設定する処理について説明する。
【００１５】
　図３はシステムコントローラ１０１による識別コード設定処理における処理を示すフロ
ーチャートである。
【００１６】
　操作部１０７によりＨＤＤ１０２に記録されている任意のデータに対して識別コード設
定が指示されると、これから設定する識別コードが新規であるか、登録済みであるかの指
示がユーザーにより行われ（Ｓ３０１）、新規が選択された場合は「識別コード名」「属
性」を入力する（Ｓ３０２）。また、ここで「非公開」の属性が設定された場合には、続
いてパスワードを入力する（Ｓ３０３）。
【００１７】
　一方、Ｓ３０１にて登録済みが選択された場合は、登録されている識別コード一覧を表
示し（Ｓ３０４）、ユーザーは任意の識別コードが選択する（Ｓ３０５）。そして、選択
した識別コードのパスワード設定の有無をチェックし（Ｓ３０６）、必要な場合はパスワ
ード入力を要求する（Ｓ３０７）。そして、入力されたパスワードをチェックし（Ｓ３０
８）、誤っている場合は警告を通知して再入力を要求する（Ｓ３０９）。パスワードが不
要な場合や、入力されたパスワードが正しい場合は、識別コード設定して処理を終了する
（Ｓ３１０）。尚、図３には示されないが、識別コードの設定は途中で中止できるものと
する。
【００１８】
　システムコントローラ１０１は、このように設定した識別コードをメモリ１０５に記憶
しておく。
【００１９】
　なお、一度設定した識別コードを、これ以降新規に記録するデータに対して自動的に付
加するよう設定することも可能である。
【００２０】
　続いて、光ディスク１０３ａに対する識別コードの設定処理について説明する。
【００２１】
　図４はシステムコントローラ１０１による光ディスク１０３ａに対する識別コードの設
定処理を示すフローチャートである。また、本形態では、図３に示す処理により一度登録
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されて識別コードを選択して光ディスク１０３ａに設定する。
【００２２】
　まず、光ディスク１０３ａが挿入されている状態で、操作部１０７により識別コード設
定が指示されると、メモリ１０５に記憶されている登録済みの識別コード一覧を表示部１
０８に表示する（Ｓ４０１）。ここで、登録されている識別コードがない場合は、そのま
ま処理を終了する。
【００２３】
　登録済みの識別コードが存在する場合は、ユーザーにより登録済みの識別コードの中か
ら任意の識別コードが選択され（Ｓ４０２）、その識別コードのパスワード設定の有無を
チェックし（Ｓ４０３）、必要な場合はユーザーによりパスワードの入力を待って（Ｓ４
０４）、入力されたパスワードをチェックする（Ｓ４０５）。パスワードが誤っている場
合は警告を通知してユーザーにより再入力を要求する（Ｓ４０６）。パスワード不要の場
合や、入力されたパスワードが正しい場合は、識別コード設定して終了する（Ｓ４０７）
。尚、識別コードの設定は途中で中止できるものとする。
【００２４】
　以上の処理により、ＨＤＤ１０２に記録されたデータと光ディスク１０３ａに識別コー
ドが設定された状態となる。
【００２５】
　次に、この様に設定された識別コードと属性データとを用いたＨＤＤ１０２に記録され
たデータのアクセス管理について説明する。
【００２６】
　図５はシステムコントローラ１０１によるアクセス管理の処理を示すフローチャートで
ある。
【００２７】
　まず、光ディスク１０３ａが挿入されると、光ディスク１０３ａの識別コードの有無を
チェックし（Ｓ５０１）、識別コードが存在する場合にはメモリ１０５に記憶された、登
録されている識別コードと照合する（Ｓ５０２）。一致するものがない場合は管理対象外
と判断して、そのまま処理を終了する。光ディスク１０３ａの識別コードが登録された識
別コードと一致する場合、ＨＤＤ１０２に記録されているデータの内、光ディスク１０３
ａの識別コードと一致する識別コードが付加されたデータは全てアクセス許可状態に変更
し、一致する識別コードが付加されていないデータであり、更に「非公開」属性が付加さ
れたデータはアクセス禁止状態に変更し、処理を終了する（Ｓ５０３）。
【００２８】
　図６は、識別コードを「ユーザー」として応用した場合の具体的なアクセス管理の例を
示している。
【００２９】
　ＨＤＤ１０２には６０１に示されるようなデータが記録されており、設定コード及び属
性がそれぞれに付加されている。ここで、「ユーザー２」の識別コードが付加された光デ
ィスク１０３ａが装置に挿入された場合、システムコントローラ１０１はＨＤＤ１０２に
記録された各データのアクセス状態を６０２のように設定する。つまり「ユーザー２」の
所有するデータは全て公開になり、他のユーザーで「非公開」に設定されたものは、ユー
ザー２からはアクセスできない状態に遷移している事を示している。
【００３０】
　なお、図６では、識別コードを「ユーザー」に応用した場合を示したが、その他にも様
々なケースへの応用が可能である。
【００３１】
　次に、この識別コードを用いた自動バックアップ処理について説明する。
【００３２】
　図７はシステムコントローラ１０１による自動バックアップ処理を示すフローチャート
である。
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　光ディスクドライブ１０３に光ディスク１０３ａが挿入されている状態で、操作部１０
７により自動バックアップが指示されると、光ディスク１０３ａに記録された識別コード
を読み出してチェックする（Ｓ７０１）。ここで、識別コードが記録されていない場合に
は未設定であることを通知し、処理を終了する（Ｓ７０２）。
【００３４】
　識別コードが記録されていた場合は、確認のために識別コードを表示し（Ｓ７０３）、
ＨＤＤ１０２に記録されているデータの中から光ディスク１０３ａに記録されている識別
コードと一致する識別コードが付加されたデータを検出する（Ｓ７０４、Ｓ７０５）。一
致するものがない場合はバックアップ対象がないことを通知し、処理を終了する（Ｓ７０
６）。一致するものが存在する場合は、この一致する識別コードが付加されたデータをＨ
ＤＤ１０２から読み出して、光ディスクドライブ１０３により光ディスク１０３ａに記録
する（Ｓ７０７）。そして、全てのデータのバックアップが完了した時点で、ＨＤＤ１０
２に記録されているバックアップ元データの「移動」属性をチェックし（Ｓ７０８）、「
移動」属性が付加されたデータをＨＤＤ１０２より削除する（Ｓ７０９）。最後にバック
アップされたデータの一覧を表示して処理を終了する（Ｓ７１０）。
【００３５】
　図８に識別コードを「ユーザー」に応用した場合の自動バックアップの例を示している
。ＨＤＤ１０２には８０１に示すデータが記録されており、識別コード及び属性がそれぞ
れに付加されている。ここで、「ユーザー１」の識別コードが記録された光ディスク１０
３ａに対して自動バックアップを行う場合、そのバックアップ対象となるデータは、ディ
スク１０３ａの識別コードの値と一致する識別コードが付加されたデータとなり、図８で
は波線で囲まれたデータとなる。
【００３６】
　そして、８０２のように、「ユーザー１」の識別コードが付加されたデータだけがディ
スク１０３ａに記録される。バックアップ後は、「移動」属性を持つデータがＨＤＤ１０
２から削除され、その結果ＨＤＤ１０２に残るデータは８０３のようになる。
【００３７】
　この様に、本形態によれば、光ディスクに対して任意の識別コードを付加すると共に、
ＨＤＤに記録したデータに対して任意の識別コードを付加し、光ディスクの識別コードと
一致する識別コードが付加されたデータを自動的にＨＤＤから読み出して光ディスクに記
録するので、ＨＤＤに記録された複数のデータのうち、所望のものを容易に光ディスクに
バックアップすることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明が適用される記録再生装置の構成を示すブロック図である。
【図２】識別コードの様子を示す図である。
【図３】記録時の識別コードの処理を示すフローチャートである。
【図４】識別コードの登録処理を示すフローチャートである。
【図５】光ディスクの挿入に伴うアクセス制御の処理を示すフローチャートである。
【図６】ＨＤＤの記録データのアクセス制御の様子を示す図である。
【図７】バックアップ処理を示すフローチャートである。
【図８】バックアップ時の記録データの様子を示す図である。
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【図３】 【図４】
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【図７】 【図８】
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